
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 単元について 
 

日 時   令和元年 ９月１２日（火） 

学 年   第２学年 男子８名，女子９名，計１７名 

学習指導要領を踏まえ，この単

元について，単元の目標や内容

に即して具体的に記述する。 

算数科 第２学年 世羅町立せらにし小学校 指導者 Ｔ１ 上久保 京子 

      Ｔ２  下井 ひろみ 

   

 

 

 

 

単
元
名 

本単元で育成する資質・能力  

 

 

 

思考力・判断力・表現力 主体性  

「計算のしかたをくふうしよう」 ～ブックパーティーをするぞ！～ 

 本単元と学習指導要領との関連は次のようになって

いる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

本単元では，加法の結合法則や，簡単な加法及び

減法の暗算の仕方を理解することを通して，加法及び

減法の計算についての理解を深め，それらを用いる

能力を伸ばすことをねらいとしている。 

 

 本学級の児童は，算数科の学習に対して意欲的
に取り組む児童が多く，新しい課題に対しても一生
懸命に考えて答えを出そうと頑張る児童が多い。ま
た，自分の考えを積極的に説明できる児童もいる。
しかし，理解力に差があるため，自分の考えがもて
なかったり，考えていることを相手に説明できなか
ったりする児童もいる。 
○本単元に関わるレディネステストの結果から 
 ３つの数の計算は，ほとんどの児童は正答であっ
た。しかし，３名は誤答であった。たし算の問題をひ
き算にして計算しており，式を正しく読んでいない
ことが分かる。 
１，２位数＋２位数や，２位数－１，２位数の計算

では，ひき算の問題をたし算している児童が６名お
り，式を正しく読んでいないことが分かった。また，２
位数－１位数の問題では，答えが２位数でも 1位数
で書いており，十のまとまり（位）を正しく理解してい
ないことが分かった。 

○「資質・能力」アンケートの結果から 

「授業では，相手にわかりやすく伝えるように，発表
の工夫をしている。」という項目において否定的な
回答をした児童が２名いる。この結果から，ほとんど
の児童が，分かりやすいように発表の工夫をしてい
ると答えているが，分かりやすい説明ができる児童
は，まだ少ないのが現状である。図や記号，文など
を書かせる習慣を身に付けさせ，また，説明すると
きに，図や文と関連付けさせていく必要がある。 

（１）単元観 （２）児童観 

（３）本単元において育成しようとする資質・能力とのかかわり 
「Ａ 数と計算」の領域で育成を目指す資質・能力 

 計算に関して，成り立つ性質を活用して，計算を工夫したり計算の確かめたりすること。 
【ス キ ル】 
思考力・判断力・表現力 

３口の数の計算について，計算に関して成り立つ性質を見いだし，その性質を活用して，計算を工夫したり
計算の確かめをしたりする。また，分かったことや考えたことを説明したりする活動を通して，思考力・判断力・表
現力を育成する。 

【意欲・態度】 
主体性 
   具体的な場面を通して計算のきまりを発見し，活用できるようにする活動を通して，自ら学ぼうとする主体性を
育成する。 

Ａ数と計算 

(２) 加法及び減法についての理解を深め，それら 

を用いる能力を伸ばす。 

ア ２位数の加法及びその逆の減法の計算の仕方 

を考え，それらの計算が１位数などについての基 

本的な計算を基にしてできることを理解し，それら 

の計算が確実にできること。また，それらの筆算の 

仕方について理解すること。 

イ 簡単な場合について，３位数などの加法及び減 

法の計算の仕方を考えること。 

ウ 加法及び減法に関して成り立つ性質を調べ，そ

れを計算の仕方を考えたり計算の確かめをしたり

することに生かすこと。 



   【本単元の学習の関連と発展】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1年 2年 3年 

４）あわせていくつ 

  ふえるといくつ 

・加法の意味とその記号 

・１位数＋１位数＝１位数 

５）のこりはいくつ 

  ちがいはいくつ 

・減法の意味とその記号 

・１位数－１位数＝１位数 

２）たし算のひっ算 

・２位数＋１，２位数＝２位数 

・加法の検算（交換法則） 

９）たし算とひき算のひっ算 

・2位数＋１，２位数＝３位数 

 とその逆の減法 

５）たし算とひき算の筆算 

・３位数±１，２，３位数 

・1000－１，２，３位数 

・４位数±１，２，３，４位数 

（４）指導観 

○主体的な学びを育むための工夫 

①導入時，２年生の２学期の読書冊数が目標冊数を超えたら，「ブックパーティー」を開くことを知る。2 学期に読

んだ本の冊数を集計する際，４口の加法計算になることを知ることで，これからの学習意欲を高めさせる。 

②「何を１つのまとまりと考えるか」ということに重点をおいて指導し，自分が立てた式と，その式の意味を説明さ 

 せ，また，ペアの考えと自分の考えを比べながら聞かせ，自分の考えをもたせる。 

 

○児童の課題を克服するための工夫 

①計算のたし算とひき算を間違えて計算しないために，式と答えの見直しを必ずさせる。また，３口の加法計算 
のため問題が長文になる。そのため，題意を十分理解させるために場面絵を見せ，問題を一文ずつ提示しす
る。 

 
②(  )を使った式の意味を説明させるために，言葉のカードや図，数字を関連付けさせる。 
 
 
 

４年 

８）計算のきまり 

・（ ）を用いた式の計算順序 

・四則混合の式の意味と計算 

順序 

・四則について成り立つ法則 

・乗法に関して成り立つ法則 

９）３つのかずのけいさん 

・３口の数の加法，減法 

１１）たしざん 

・１位数＋１位数＝２位数 

１３）ひき算 

・２位数－１位数＝１位数 

３）ひき算のひっ算 

・２位数－１，２位数＝１，２位数 

・減法の検算（逆算） 

８）計算のくふう 

・３口の数の加法（結合法則） 

・簡単な加減の暗算 

１５）たし算とひき算 

・加法と減法の相互関係 

・テープ図の活用 

 

６）暗算 

・２位数±2位数の暗算 

９）たし算とひき算のひっ算 

・２位数＋１，２位数＝３位数 

 とその逆の減法 



 

 

（１）単元の目標 

○結合法則，数の見方や構成を活用するよさに気付き，計算の仕方を工夫しようとしている。 

（算数への関心・意欲・態度） 

    ○（ ）の中を１つの数とみて，式の意味を考えて表現したり，場面を式に表したりすることができる。 

（数学的な考え方） 

    ○３口の数の加法及び減法の計算について，結合法則などを基に，工夫して計算することができる。 

    ○簡単な加法及び減法の暗算ができる。                      （数量や図形についての技能） 

    ○加法の結合法則や（ ）の用い方を理解している。            （数量や図形についての知識・理解） 

 

（２）単元の評価規準 

ア 算数への 

関心・意欲・態度 
イ 数学的な考え方 

ウ 数量や図形に 

ついての技能 

エ 数量や図形に 

ついての知識・理解 

① 結合法則などを基に，

３口の数の加法の計

算の仕方を工夫しよ

うとしている。 

② 数の見方や構成を活

用して，暗算の仕方を

考えようとしている。 

① ３口の数の加法の場

面の，（ ）を用いた

式から考えを読み取

って説明することが

できる。 

 

① ３口の数の加法の場

面を，（ ）を用いた

式で表すことができ

る。 

② ２位数±１位数の暗

算ができる。 

③ ３口以上の加法の計

算において，結合法則

などを基に工夫して

計算することができ

る。 

① （ ）の用い方や加

法の結合法則を理解

している。 

 

 

 

 

（全６時間） 

次 学習内容（時数） 
評価 

児童の反応 
関 考 技 知 評価規準 評価方法 

資質・能力の評価 
（評価方法） 

一 

 

○２学期の読書冊数

が目標冊数を超え

たら，「ブックパー

ティー」を開くこと

を知る。 

 

○加法の結合法則

と，（ ）の用い方

を理解し，３口の

数の加法の計算

ができる。（１） 

 

 

 

 

 

 

 

◎ 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

ア①結合法則などを基

に，３口の数の加法

の計算の仕方を工

夫しようとしている。 

エ①（ ）の用い方や加

 

 

 

 

 

 

 

行動観察 

 

 

 

ノート 

【意欲・態度】 
主体性 
（行動観察） 

 

 

数が４つあ

る。どうや

って計算し

たらいいか

な。 

 

 

（ ）はひ

とまとまり

の数を表し

て，先に計

算すること

が分かった

よ。 

３ 指導と評価の計画 
 

２ 単元の目標と評価規準 
 

情報の収集  

 

課題の設定  

no 

 



法の結合法則を理

解している。 

 

○３口の数の加法の

場面を（ ）を用い

た式に表すことが

できる。(１) 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

ウ①３口の数の加法の

場面を，（ ）を用い

た式で表すことが

できる。 

 

ノート 

 

 

 

たす順序を

変えても，

答えは同じ

なんだね。

また，（ ）

はまとまり

を表すんだ

ね 

 

〇（ ）を用いた式か

ら考えを読み取っ

て説明することが

できる。（１） 

【本時】 

  

◎ 

   

イ①３口の数の加法の 

場面の，（ ）を用いた 

式から考えを読み取 

って説明することがで 

きる。 

 

行動観察 

ノート 

 
【スキル】 
思考力・判断 
力・表現力 
（ノート・行
動観察） 
 

 

 

( )を使う

と何をまと

めて考えた

かがわかる

ね。 

二 

 

 

○簡単な加法及び

減法の暗算の仕

方を理解し，その

計算ができる 。

（２） 

 

 

○ 

  

 

 

 

 

 

◎ 

  

 

ア② 数の見方や構成を

活用して，暗算の仕

方を考えようとして

いる。 

ウ② ２位数±１位数の暗

算ができる。 

 

 

行動観察 

 

 

 

ノート 

 

 

 

暗算は，数

を分けて考

えると簡単

だね。 

 

 

 

○４ヶ月分の読書冊

数を計算すること

ができる。(１) 

  

 

 

◎ 

  

ウ③３口以上の加法の計

算において，結合

法則などを基に工

夫して計算すること

ができる。 

 

行動観察 

ノート 

【スキル】 
思考力・判断 
力・表現力 
（ノート・行
動観察） 
 

 

 

（ ）を使

って工夫し

て計算する

と，計算し

やすく間違

いも少なく

なるね。 

 

 

 

（１）本時の目標 

・３口の数の加法の場面の，（ ）を用いた式から考えを読み取り，説明することができる。 

（数学的な考え方） 

（２）準備物 

場面絵，問題文（掲示用）(児童用)，ワークシート 

 

（３）本時の学習展開 

●ねらい－まとめ ○理解を助けたり，関わりを深めたりするための支援 

◎学びを深めるための発問 

☆前回の研究授業を受けての課題克服のための手立て 

４ 本時の学習 
 

振 り 返 り  

 

まとめ・創造・表現 

 

実 行  

整理・分析  

整理・分析  



学習活動と求める児童の反応 指導上の留意事項 
評価規準 

（評価方法） 
資質・能力の評価 
（評価方法） 

 

○解決への見通しをもつために，前

時の復習をする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○本時の問題を知る。 

 

 

 

 

 

 

○問題文を読み，確認する。 

・分かっている数 

１年生が７人 

２年生が１２人 

２年生が８人 

・キーワード 

あそんでいます。 

きた 

みんなで 

たし算 

・聞かれていること 

みんなでなん人いますか。 

○本時のめあてを確認する。 

 

 

 

 

 

○自力解決する。 

・式をワークシートに書き，自分の考

えを数や言葉を用いてまとめる。 

 

 

 

○前時は，先に計算するもの

を選び，（ ）を使って式を立

てたことをおさえる。（Ｔ１） 

○たし算では，たす順序を変

えても答えが同じになったこ

とを想起させる。（Ｔ１） 

○既習事項を掲示しておく。 

（Ｔ２） 

 

 

○教科書の拡大図を提示す

る。（Ｔ１） 

○問題場面を把握しやすいよ

うに，問題文を一文ずつ提

示する。（Ｔ１） 

 

○分かっている数，キーワー

ド，聞かれていることに線を

引かせ，確認して板書する。 

               （Ｔ１） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○本時は，(  )を使って式を

立てるという見通しをもたせ

る。（Ｔ１） 

 

 

○絵でイメージさせ，一文ごと

に式を立てさせる。（Ｔ２） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 本時の課題を設定し，解決への見通しをもつ。 

 

２ 課題を解決する。 

 

 校ていで，１年生が７人と２年

生が１２人あそんでいます。２年

生が，８人きました。 

 校ていには，みんなでなん人

いますか。 

・先に計算するものを選んで式 

を立てた。 

・（ ）は，ひとまとまりの数を表 

す。 

・（ ）は，先に計算する。 

・たし算は，たす順番を変えて 

も答えは同じになる。  

●(  )をつかってしきを立て，

考えかたをせつ明しよう。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ペアトークをする。 

・自力解決で考えたことを説明し合

う。 

・立式の理由を伝える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

○集団解決をする。 

・式を言い，理由を説明させる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

○式が立ち，考えが書けた児

童には，どこから計算するか

と問い，そこに(  )をつける

とよいことに気付かせる。      

（Ｔ１） 

 

○キーワードのカードと言葉を

対応させたり，式と図を対応

させたりしながら，立式させ

る。（Ｔ２） 

 

 

 

 

 

 

○自分の考えたことを伝え，友

達の考えと比べるために，ペ

アトークを行うことを確認す

る。（Ｔ１） 

〇考えを説明することが難しい

場合は，他の児童に協力さ

せたり教師が支援したりす

る。 （Ｔ２）  

 

 

 

 

 

 

 

○２つの式を発表させる。 

○自分がどちらの式を立てた 

 かネームプレートを貼らせ 

 る。 

○それぞれの式の説明をさせ 

 る。   

○２つの式の違いを意識させ 

 ながら，説明させる。 

○(  )は何のまとまりかを考 

 え，説明させる。 

・計算のしやすさが出た場合は

称賛し，次時へつながっていく

ことを知らせる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○３口の数の加法の

場面の，（ ）を用

いた式から考えを

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆ペアトークで，自分の考

えと友達の考えを比べ

て，同じところや違うと

ころに着目させる。 

① 式（７＋１２）＋８＝２７ 

（１年生の人数＋２年生

の人数）＋あとから来た

人数＝全員の人数 

 

 

 

②式７＋（１２＋８）＝２７ 

１年生の人数＋（初めに

いた２年生の人数＋あ

とから来た２年生の人

数）＝全員の人数 

①(７＋12)＋８ 

・初め，グランドで遊んでい

た 1年生と 2年生を計算し

て，次に後からきた 2年生を

足しました。 

・初めに遊んでいた子どもを

まとめて，（７＋12）にしま

した。 

②７＋(12＋８) 

・初めに遊んでいた 12人の 2

年生と後から来た2年生をひ

とまとまりにしたのでここ

に( )をつけました。 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○今日の学習のまとめを書く。 

 

 

 

 

○適用題を解く。 

 

 

 

 

 

 

 

① （１５＋１４）＋６＝３５ 

初めに持っていた色紙の 

   枚数をまとめました。 

② １５＋（１４＋６）＝３５ 

青い色紙の枚数をまとめまし

た。 

 

 

○今日の学習で分かったことを書 

く。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○本時の問題をどう考えたら解

けたかを問い，意見を出さ

せ，児童の言葉でまとめさせ

る。（Ｔ１） 

 

 

○本時のまとめをもとに，適用

題を解かせることで，理解の

定着を図る。 

 

 

 

 

○式を提示し，何をひとまとまり

にしたのかを書かせる。 

 

 

 

 

 

 

○本時の振り返りをさせるととも

に，次の学習への意欲をも

たせる。 

読み取って説明

することができる。

【数学的な考え

方】（行動観察・ワ

ークシート） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

思考力・判断力・

表現力 

 式となぜその

式ができたかと

いう理由を表現

している。共通

点や相違点を意

識しながら，友

達の考えを聞い

ている。（ワーク

シート・行動観

察） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 本時の学習を振り返り，次時の学習の確認をする。 

 

 まことさんは，赤い色紙を１５ま

い，青い色紙を１４まいもってい

ます。青い色紙を６まいもらいま

した。 

 色紙は，ぜんぶでなんまいに

なりましたか。 

●（ ）をつかってしきを立てると， 

なにをひとまとまりにして考えた 

かが分かる。 

 

 

◎（  ）は何がひとま

とまりなのですか。 

３ 本時のまとめをし，適用題に取り組む。 

 

・はじめに遊んでいた子どもをま

とめて計算しました。 

・２年生をまとめて計算しました。 

・２年生をまとめて計算した

から，（12＋８）にしました。 

・2年生をひとまとまりして計

算すると，計算がしやすいで

す。 

 



（４）板書計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３本の ちょく線で ４本の ちょく線で 

かこまれた 形   かこまれた 形 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                              

 

 

 

      

 

 

 

                           

しき （７＋１２）＋８＝２７ ７＋（１２＋８）＝２７ 

        はじめにいた     ２年生の 

        人数をまとめて    人数をまとめて  

        けいさんした。     けいさんした。      

                               

 

校ていで，１年生が７人と２年生が１２人

あそんでいます。２年生が，８人きました。 

 校ていには，みんなでなん人います

か。 

○め  

 

 

 

 

も    

９/１２  

 

けいさんのしかたをくふうしよう 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

しき （１５＋１４）＋６＝３５ 

はじめにもっていた色紙のまい数をまと
めてけいさんした。 

 

しき １５＋（１４＋６）＝３５ 

青い色紙のまい数をまとめてけいさんし
た。 

●(  )をつかってしきを立て，考え

かたをせつ明しよう。 

 

○も     

○も     

 まことさんは，赤い色紙を１５まい，青い色紙を 
１４まいもっています。青い色紙を６まい 
もらいました。 
 色紙は，ぜんぶでなんまいになりましたか。 

 

（ ）をつかってしきを立てると，なにをひとまとまりにし

て考えたかが分かる。 

 

 

○ま 

○ふ 


